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議
員　

激

し
く
変
化

し
て
い
く

社
会
の
中

で
、
さ
ま

ざ
ま
な
仕
事
が
自
動
化
さ

れ
、
子
供
た
ち
の
多
く
は

現
在
ま
だ
な
い
新
た
な
職

業
に
就
く
と
言
わ
れ
て
い

る
。
Ａ
Ｉ
の
時
代
に
子
供

た
ち
に
必
要
な
能
力
は
何

か
。
ま
た
、
そ
の
た
め
の

市
の
教
育
振
興
、
教
育
改

革
の
具
体
的
な
プ
ラ
ン
は
。

教
育
部
長　
産
官
学
民
と

連
携
し
、【
産
】
①
ベ
ネ
ッ

セ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
と

ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン

グ
の
視
点
か
ら
の
授
業
改

善
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
パ
ソ
コ

ン
の
効
果
的
な
活
用
等
の

共
同
研
究
②
学
習
塾
と
連

携
し
た
放
課
後
や
長
期
休

業
中
の
補
習
授
業
③
リ
ク

ル
ー
ト
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

の
家
庭
学
習
支
援
シ
ス
テ

ム
に
よ
る
サ
ポ
ー
ト
。【
官
】

①
文
科
省
キ
ャ
リ
ア
官
僚

永年勤続議員表彰
おめでとうございます

毎年、全国市議会議長会の定期総会において、地方自治に永年

貢献された市議会議員に対して表彰が行われます。

平成28年度は、遠藤英樹副議長、伊東秀浩議員、手塚静枝議員、

熊木照明議員が15年表彰を受賞されました。

遠藤　英樹 副議長 伊東　秀浩 議員

手塚　静枝 議員 熊木　照明 議員

複
数
名
の
定
期
的
な
招
聘

に
よ
る
本
市
の
教
育
課
題

へ
の
対
応
や
施
策
の
推
進

へ
の
助
言
。【
学
】
こ
れ
ま

で
の
青
山
学
院
大
学
に
加

え
て
、
東
京
大
学
の
大
学

発
教
育
支
援
コ
ン
ソ
ー
シ

ア
ム
推
進
機
構
と
連
携
。

【
民
】
①
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｔ

ｅ
ａ
ｃ
ｈ　

Ｆ
ｏ
ｒ　

Ｊ

Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
と
連
携
し
た
さ

ま
ざ
ま
な
研
修
を
受
け
た

優
秀
な
人
材
の
小
中
学
校

教
員
と
し
て
の
採
用
な
ど

の
施
策
を
実
施
し
て
い
く

こ
と
で
、
Ａ
Ｉ
を
活
用
で

き
、
Ａ
Ｉ
で
は
代
替
で
き

な
い
能
力
を
育
む
。

議
員　
下
水
道
使
用
料
の

改
定
が
行
わ
れ
る
と
い
う

こ
と
だ
が
、
内
容
は
。

上
下
水
道
部
長　
赤
字
の

解
消
と
市
独
立
採
算
の
確

立
、
企
業
債
の
発
行
抑
制
、

設
備
更
新
費
用
の
捻
出
等

の
た
め
、
30
％
の
改
定
を

行
う
。
市
民
へ
の
周
知
と

理
解
を
徹
底
す
る
。

▶
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ロ
ボ
ッ
ト
Ｐ
Ａ
Ｌ
Ｒ
Ｏ

　

(

提
供
：
富
士
ソ
フ
ト
株
式
会
社
）

Ａ
Ｉ
の
時
代
に
子
供
た
ち
に

　
　
　
必
要
な
能
力
は
何
か

「
Ａ
Ｉ
を
活
用
で
き
る
能
力
を
育
成
す
る
」

遠
藤 

英
樹 

議
員

人工知能
※

議員は、毎年３月、６月、９月、12月に開く定例
市議会で、市政全般に対し質問をすることができま
す。これを「一般質問」といいます。
今定例会では、１７人の議員が一般質問を行いま

した。ここに掲げたのは、その質問・答弁の大要で、
質問者本人が執筆しております。
なお、一般質問の模様は、議会ホームページから

ご覧いただくことができます。

一般質問一般質問

下
水
道
料
金
の
改
定

主
な
議
案

一
般
質
問

議
会
を
知
っ
ｔ
ｏ
ｃ
ｏ

知
っ
ｔ
ｏ
ｃ
ｏ
ク
イ
ズ

委
員
会
視
察
レ
ポ
ー
ト

一
般
質
問

議
会
を
知
っ
ｔ
ｏ
ｃ
ｏ

知
っ
ｔ
ｏ
ｃ
ｏ
ク
イ
ズ

委
員
会
視
察
レ
ポ
ー
ト

【
人
事
案
件
】

木
村　

武
夫
氏(

再
任)

鈴
木　

充
雄
氏(
再
任)

中
村　

隆
俊
氏

《
結
果
》

い
ず
れ
も
同
意(

全
員
一
致
）

【
採
択
】 (

19
対
３)

▼
戸
田
市
議
会
議
場
に
国

旗
及
び
市
旗
を
掲
揚
す

る
こ
と
に
つ
い
て
の
請

願
法
制
化
を
根
拠
に
強
制
す

る
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら

な
い平

成
11
年
、
国
旗
及
び

国
歌
の
法
制
化
に
伴
い
、

学
校
現
場
で
日
の
丸
掲
揚

の
強
制
が
問
題
と
な
る
中
、

固
定
資
産
評
価
審
査
委

員
会
委
員

名
誉
市
民

【
請
願
の
結
果
】

本
田 

哲　
　議

員

反対討論

当
時
の
首
相
は
国
旗
の
掲

揚
に
関
し
、
児
童
生
徒
の

内
心
に
ま
で
立
ち
入
っ
て

強
制
し
よ
う
と
い
う
趣
旨

で
は
な
い
と
は
っ
き
り
と

述
べ
て
い
る
。
法
制
化
を

根
拠
に
国
旗
の
掲
揚
を
強

制
す
る
こ
と
が
あ
っ
て
は

な
ら
な
い
。

議
会
は
、
13
万
市
民
の

代
表
と
し
て
、
思
想
・
信

条
、
意
見
や
考
え
が
違
う

議
員
で
構
成
さ
れ
、
自
由

討
議
を
保
障
し
、
合
意
形

成
を
図
る
と
い
う
『
合
議

制
』
を
大
原
則
と
し
て
い

る
。
だ
か
ら
市
民
一
人
の

思
想
・
信
条
を
つ
づ
っ
た

請
願
を
、
起
立
採
決
と
い

う
多
数
決
で
解
決
を
図
る

の
は
な
じ
ま
な
い
と
考
え

る
。
請
願
者
の
国
旗
に
対

す
る
思
い
を
否
定
す
る
つ

も
り
は
全
く
な
い
が
、
請

願
は
不
採
択
と
し
、再
び
、

議
会
運
営
委
員
会
で
議
論

を
行
っ
て
い
く
べ
き
と
考

え
る
。

国
旗
及
び
市
旗
を
議
場
に

掲
げ
る
こ
と
は
当
た
り
前

日
章
旗
が
国
旗
と
し
て

法
制
化
さ
れ
た
と
き
の
内

閣
総
理
大
臣
談
話
で
は
、

国
民
に
新
た
に
義
務
を
課

す
も
の
で
は
な
い
が
、
法

成
立
を
契
機
と
し
て
、
国

民
が
、「
日
章
旗
」
の
歴

史
や
「
君
が
代
」
の
由
来
、

歌
詞
な
ど
に
つ
い
て
、
よ

り
理
解
を
深
め
て
い
た
だ

く
こ
と
を
願
っ
て
い
る
と

述
べ
て
い
る
。
素
直
に
理

解
す
れ
ば
、
市
民
の
代
表

で
あ
る
議
員
が
、
国
旗
及

び
市
旗
を
議
場
に
掲
げ
大

切
に
扱
う
こ
と
は
、
至
極

当
た
り
前
の
こ
と
で
あ
る
。

反
対
討
論
者
の
グ
ル
ー

プ
は
、
か
ね
て
よ
り
日
章

旗
が
侵
略
戦
争
の
旗
印
で

あ
る
か
の
ご
と
く
主
張
を

し
て
い
る
が
、
私
に
と
っ

て
、
日
章
旗
は
日
本
人
と

し
て
の
誇
り
で
あ
り
、
日

本
国
民
の
統
合
の
シ
ン
ボ

ル
で
あ
る
。
私
た
ち
の
内

心
の
自
由
を
侵
害
せ
ず
、

今
後
も
こ
の
議
場
で
日
本

国
民
、
戸
田
市
民
の
た
め

に
、
と
も
に
全
力
で
仕
事

を
し
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

秋
元 

良
夫　
　議

員

賛成討論

防災ゲームによる
防災対応訓練を実施

※ ＡＩ……人工知能


